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令和６年度

幼稚園だより　９月号

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文京区立小日向台町幼稚園


たくさんの心が動く体験を

　　　
園長　　小岩井 聡

猛暑、酷暑という文字が毎日のように聞こえてきた夏休みでしたが、そんな暑さにも負けず、子どもたちの元気いっぱいの笑顔が幼稚園に戻ってきました。いよいよ2学期のスタートです。
さて、今年の夏休み、子どもたちとどのように過ごされましたか？そして、子どもたちは、どのような経験をしたのでしょうか？

今年の夏は、規制のない夏ということで、帰省や旅行などに出掛けられた方も多いと思います。
久しぶりに、おじいさまやおばあさまに会ったり、自然に触れる機会をもたれたりした方も多いかと思います。また、お家で、パリオリンピックやパラリンピック、恒例の夏の甲子園をテレビで応援していた方もいらっしゃるのではないでしょうか。現場で、生で観戦された方は少ないでしょうが、テレビでの観戦といえども、様々なスポーツを知る機会になったのではないでしょうか。大人はついつい日本の金メダルの数に目が行きがちですが、子どもたちにとっては、スポーツの幅広さや面白さを感じる良い機会にもなったかと思います。
きっと、子どもたちが夏休みという特別な時間、非日常の中で感じたことは、クラスの中で、夏の思い出として話してくれることでしょう。
子どもたちにとって、それらの非日常の中で味わった経験や感情体験は、すなわち心を動かす体験です。心が動く中で、自分でやってみたいという行動のきっかけとなったり、相手を思いやったり、楽しさを共有したいという思いになったりしているはずです。
2学期は、日常の幼稚園生活の加え、「運動会」や「音楽会」などの大きな行事をはじめ、園外に出たり、交流活動を行ったり、子どもたちにとって「非日常」な経験がたくさん待っています。
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子どもたちの心が大きく揺さぶられる、楽しい体験を重ね、友達と共に過ごす中で、それを表現したり、相手を慮るきっかけとなったりしてくれるといいなと思います。

2学期の教育活動も、「元気！と笑顔！が輝く小日向台町幼稚園」の経営方針のもと、子ども達の経験をより広げるために、より良い教育活動の推進を目指していきます。保護者の皆様方、地域の皆様方のご理解とご協力をいただきながら、取り組みたいと思います。どうぞよろしくお願いいたします。

